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はじめに──文芸コースの理念

豊かなよろこびを得るために、またつらい苦しみを乗り越えるために文芸
（詩、物語、小説、戯曲、エッセイ、評論）を読みたい。みずからの経験や感情、
思考を他者に伝えるために文芸を書きたい。そして、そのような志向を持つ人
びとと意見を交換し、おたがいに尊重し合いながら文芸の知識と技術を身につ
けたい。──そう思うすべての人びとに、文芸コースの扉は開かれています。
京都芸術大学の通信教育部の中にある文芸コースには、より良き市民が身に

つけておくべき一般的な知識はもちろんのこと、広く芸術に興味と愛着を抱く
ための知識や見識を養う科目群が用意されています。それらを基盤にして、文
芸の世界に踏み込んでいきます。つまり、古典から現代まで、日本から海外の
広きにわたり、さまざまなジャンルを渉猟して文芸作品を「読む」科目群があり、
さらに文芸を語り、自ら文芸作品を「書く」ために必要な技術や理論を修得す
る科目群があります。スクーリングや、幾度もやりとりされる課題と文芸創作
に記された教員の懇切丁寧な添削が、学習を継続させる支えになるでしょう。
もちろん、学生一人ひとりの自律した学習への取り組みと、同じく文芸を愛す
る学生同士の実りある交流が欠かせません。
写真家セバスチャン・サルガドは「エッセイ」と題する彼の写真展にむけて

次のようなメッセージを寄せています。
「歴史は、際限のない抑圧と蔑

さげす

みと荒廃と破壊の繰り返しだ。しかしもう一
方で歴史は、人間という動物が生き延びる術を無限にもっていることを示して
いる。歴史のなかで孤独な夢などありえない」
ここでサルガドのいう「人間が無限にもっている生き延びる術」のひとつが、
芸術でしょう。その芸術の一角を文芸は確かに担っています。文芸はけっして
１冊の書物の中に閉じ込められた「慰め」ではないし、ひとりの作家の孤独な
夢でもない。人びとの誰もが共有することのできる夢であり、人生をサバイバ
ルするための活力を与えてくれるエネルギー源です。
文芸コースで定められた学習と年限を修了して、文章を読む力と書く力を確

かなものにしたうえで、文芸を介してみずからと他者の人生を充実させ、さら
に社会に貢献できる人間となることがみなさん一人ひとりに求められています。
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1. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態� ▶『学習ガイド』pp.11〜13参照
通信教育部における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

ＴＲ テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
ＴＷ テキスト作品科目 作品課題の科目

ＴＸ テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

ＷＳ ウェブスクーリング科目 Ｗｅｂ上での動画学習とレポート試験がある科目

Ｓ スクーリング科目 対面授業のある科目
対面授業

ＧＳ 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間� ▶『学習ガイド』p.11、pp.32〜64参照

それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ＴＲ テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

ＴＷ テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

ＴＸ テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

ＷＳ Ｗｅｂスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

Ｓ スクーリング科目

夏期先行募集
16～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2021年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
11～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
10～（開講30～5

日前）

冬期追加募集
10～（開講30～5

日前）

ＧＳ 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2021年度
春季申込
2月中旬～

・�対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。

※�ただし、卒業要件の必修ＴＲ・ＴＷ科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格だった場合に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.68を確認してください。

3．課題提出方法� ▶『学習ガイド』pp.33〜36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育部事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験� ▶『学習ガイド』pp.40〜45参照
テキストレポート科目（ＴＲ）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はＷｅｂ（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はＷｅｂ受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はＷｅｂまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル� ▶『学習ガイド』pp.49〜56参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目� ▶『学習ガイド』p.65参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が
可能です。詳細は、藝術学舎Ｗｅｂサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガ
イド』pp.70～72を確認してください。
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2. 文芸コースでの学習の進め方
1．履修計画の立て方
　卒業までに身につけるべき知識・能力を得るための科目がどのように配置されているのか、各科目の関係性を
示した図「カリキュラムマップ」（pp.12～13）を確認し、履修計画の参考にしてください。

・総合教育科目…興味のある科目を自由に履修。必修科目はありません。
・学部共通専門教育科目…興味のある科目を自由に履修。2015年度以降入学生は12単位以上必修。
・芸術学科専門教育科目　　 }　カリキュラムマップを参考にしましょう。・文芸コース専門教育科目　

　本年度に入学されたみなさんは、カリキュラムマップのうち、まずＳＴEP1の科目群の入門科目から履修しましょ
う。同じ枠内に記載されているテキスト科目とスクーリング科目を並行して学習することでよりいっそう理解を
深めることができます。3年次編入学生が2年間で卒業を目指す場合は1年目にＳＴEP1・ＳＴEP2の科目群を中心に
履修することに加えて「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」も履修してください。

2．スクーリング科目とテキスト科目の効果的な学び方
　前述したように、新入生のみなさんはＳＴEP1の入門科目であるスクーリング科目「文芸入門」「文章表現基礎」、
そしてテキスト科目「文芸演習Ⅰ－1（創作初歩）」をできるだけ初年度に履修するようにしてください。文芸の
最も基礎的な知識や技術を対面授業で学び、それを自宅学習の課題作成に実践的に活かすという方式により、今
後の学習をより効果的なものとします。これ以外にも、同年度にセットで履修することが望ましい科目群があり
ます。①スクーリング科目「文芸Ⅰ－4（小説の構造）」「文芸Ⅱ－4（小説の技法）」とテキスト科目「文芸演習
Ⅰ－2（短編小説を書く1）」、②スクーリング科目「文芸Ⅲ－1（エッセイ）」とテキスト科目「文芸演習Ⅱ－3（エッ
セイを書く）」、③スクーリング科目「インタビューと取材の方法論」（芸術学科専門教育科目）とテキスト科目「文
芸演習Ⅱ-� 2（インタビューして書く）」、以上はまずスクーリングで知識・技術を学び、それを自宅学習でテキス
ト課題に活かすという実践的な学習をもたらします。
　なお、「文芸Ⅰ－2（外国文学）」は、本学大学院芸術環境専攻の科目を文芸コース学生の方にも開放する形態で
開講しています。そのため、授業は大学院の学生と一緒に受講することになりますので、初学者向け科目ではあ
りません。

3．コース専門教育科目以外からも学ぶ
　コース専門教育科目以外にも、学科専門教育科目、学部共通専門教育科目、総合教育科目が用意されています。
これらの科目を合わせて履修することによって、より幅広い知識・教養を身につけることができます。そうする
ことで、コース関連科目の理解もさらに深まるはずです。
　また、一般公開講座「藝術学舎」でもコースの学修に関連する講座が春夏秋冬の四季ごとに開講されています。
それらは本学通信教育部の単位として認定されるものが多数あります。コースの授業とはまた角度が違う多彩な
内容になっていますので、各季に発行されるパンフレットで講座内容を確認した上で受講されることをお勧めし
ます。
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3. ［在学生のみなさんへ］2020年度の主な変更点
　文芸コースでの学習における大きな変更点を以下に記載します。その他にも変更点はありますので、『学習ガイド』
もあわせて確認してください。

講義系スクーリングの授業時間およびスクーリングレポートの廃止（一部科目除く）
　2019年度より、講義系スクーリングの授業時間は、1日目3講時+2日間5講時（0.5講時の授業後試験含む）が基
本パターンとなりました。ただし、一部の科目においては、1日目+2日目各4講時の場合があり、また、フィール
ドワークの科目などでは不規則な授業時間となるため、必ず各科目のシラバスを確認してください。
　また、スクーリングレポート（事後レポート）は一部の科目を除き廃止し、授業後に試験を実施（0.5講時分）
します。
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4. 専門教育科目一覧
　卒業に必要な単位に関しては、本コースガイドpp.7～10をお読みください。
　入学年度によって卒業要件が□新要件、■旧要件、△旧々要件となりますので、それぞれの要件の履修を行ってください。
□新要件 2019年度以降入学（1年次入学、3年次編入学）
■旧要件 2015～2018年度入学（1年次入学、2・3年次編入学）
△旧々要件 2014年度以前入学（1年次入学、2・3年次編入学）

科目一覧
卒業要件（注1）

配当
年次
（注3）

■新要件 ■旧要件 ▲旧々要件

科
目
群

科
目
区
分

科目
コード 科目名（注2）

単
位
数

Ｓ
／
Ｔ

1年次入学 3年次編入学 1年次入学 3年次編入学 3年次編入学 1年次入学 3年次編入学 3年次編入学

124単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門60単位

以上）

124単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門36単位

以上）

124単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門52単位

以上）

62単位以上
（専門36単位

以上）

専
門
教
育
科
目

芸
術
学
科
専
門
教
育
科
目

50251 芸術学基礎　 2 ＴＲ

1年次～

50252 美術史学基礎　※2019年度新設 2 ＴＲ
50253 地域芸術理論　※2019年度新設 2 ＴＲ
50254 京都学入門 2 ＴＲ
50255 史料学基礎 2 ＴＲ
50256 史料講読基礎 2 ＴＲ
50257 文化批評概論　※2019年度新設 2 ＴＲ ● ●
50264 日本文化の源流 2 ＴＲ
50265 日本文化と東アジア 2 ＴＲ
50266 日本の生活文化 2 ＴＲ
50101 芸術学概論 1 Ｓ
50102 日本美術論 1 Ｓ
50103 西洋美術論 1 Ｓ
50104 アジア美術論 1 Ｓ
50105 美術史学概論　※2019年度新設 1 Ｓ
50106 音楽文化論 1 Ｓ
50107 京都の歴史 1 Ｓ
50108 文献資料講読 1 Ｓ
50109 京都学研修1　※2019年度新設 1 Ｓ
50110 京都学研修2 1 Ｓ
50111 江戸の歴史 1 Ｓ
50112 神話学入門　※2019年度新設 1 Ｓ
50113 世界の古典を読む 1 Ｓ ● ●
50114 日本の古典を読む 1 Ｓ
50115 京都の文芸 1 Ｓ
50116 短歌と俳句 1 Ｓ
50117 インタビューと取材の方法論 1 Ｓ ● ●
50219 伝統芸能の諸相 1 Ｓ
50220 伝統芸能と工芸 1 Ｓ
50222 詩歌と日本文化 1 Ｓ
50223 花道文化の展開 1 Ｓ
50224 伝統文化の空間 1 Ｓ
50225 室礼ともてなし 1 Ｓ

仏教美術論　※2018年度まで開講 2 Ｓ
文化芸術遺産フィールドワーク
1　※2018年度まで開講 1 Ｓ

文化芸術遺産フィールドワーク
2　※2018年度まで開講 1 Ｓ

文化芸術遺産フィールドワーク
3　※2018年度まで開講 1 Ｓ

文化芸術遺産フィールドワーク
4　※2018年度まで開講 1 Ｓ

地域芸術学フィールドワーク　
※2018年度まで開講 1 Ｓ

絵画と日本文化　
※2018年度まで開講 1 Ｓ

茶道文化の展開　
※2018年度まで開講 1 Ｓ

50268 論文研究基礎演習 2 ＴＸ 2年次～50227 論文研究基礎 1 Ｓ
50232 論文研究特論 1 Ｓ

3年次～
50271 論文研究Ⅰ-2 1 ＴＸ ● ● ● ● ● ● ● ●
50272 論文研究Ⅱ-2 1 ＴＸ ● ● ● ● ● ● ● ●
50230 論文研究Ⅰ-1 1 Ｓ ● ● ● ● ● ● ● ●
50231 論文研究Ⅱ-1 1 Ｓ ● ● ● ● ● ● ● ●
50267 論文研究Ⅲ 2 ＴＸ 4年次50692 卒業研究 8 ＴＸ ● ● ● ● ● ● ● ●
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※ＴＲ：テキストレポート科目、ＴＸ：テキスト特別科目、Ｓ：スクーリング科目、●：必修科目

注１）��科目名：2018年度まで旧科目名で開講していた科目は、p.11の新旧科目対応表で確認してください。旧科目名で単位修得済の
場合、履修することはできません。

注２）��配当年次：スムーズに履修がなされるための規定であり、その年次に到達しないと履修はできません。さらに科目に別途履修
条件がある場合は、その条件を満たす必要があります。

科目一覧
卒業要件（注1）

配当
年次
（注3）

■新要件 ■旧要件 ▲旧々要件

科
目
群

科
目
区
分

科目
コード 科目名（注2）

単
位
数

Ｓ
／
Ｔ

1年次入学 3年次編入学 1年次入学 3年次編入学 3年次編入学 1年次入学 3年次編入学 3年次編入学

124単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門60単位

以上）

124単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門36単位

以上）

124単位以上
（専門60単位

以上）

62単位以上
（専門52単位

以上）

62単位以上
（専門36単位

以上）

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
教
育
科
目

文芸基礎講義　※2018年度まで開講 2 ＴＸ

1年次～

文芸論Ⅰ-1　※2018年度まで開講 2 ＴＲ
文芸論Ⅰ-2　※2018年度まで開講 2 ＴＲ
文芸論Ⅱ-1　※2018年度まで開講 2 ＴＲ
文芸論Ⅱ-2　※2018年度まで開講 2 ＴＲ

53636 文芸論Ⅱ-3 2 ＴＲ ● ●
53637 文芸論Ⅱ-4 2 ＴＲ ● ●
53638 文芸論Ⅱ-5 2 ＴＲ
53639 文芸演習Ⅰ-1 2 ＴＲ ● ● ● ●
53640 文芸演習Ⅰ-2 2 ＴＲ ● ● ● ●
53641 文芸演習Ⅱ-1 2 ＴＲ
53642 文芸演習Ⅱ-2 2 ＴＲ ● ●
53643 文芸演習Ⅱ-3 2 ＴＲ ● ●
53101 文芸入門 1 Ｓ ● ● ● ●
53118 文章表現基礎 1 Ｓ ● ● ● ●
53119 文芸Ⅰ-1 1 Ｓ ● ● ● ●
53120 文芸Ⅰ-2 1 Ｓ ● ● ● ●
53121 文芸Ⅰ-4 1 Ｓ ● ● ● ●

文芸Ⅱ-1　※2018年度まで開講 2 Ｓ
53122 文芸Ⅱ-3 1 Ｓ
53123 文芸Ⅱ-4 1 Ｓ ● ●
53124 文芸Ⅲ-1 1 Ｓ ● ●
53125 文芸Ⅲ-3 1 Ｓ ● ●
53126 文芸Ⅲ-4 1 Ｓ
　 文芸実践　※2018年度まで開講 1 Ｓ

そ
の
他

総合教育科目・学部共通専門教育科目・コース専門教育科目・資格関連科目などから自由に選択。

総合計 124単位以上 62単位以上 124単位以上 62単位以上 62単位以上 124単位以上 62単位以上 62単位以上
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　「卒業要件」とは、卒業するために定められている最低単位数や必修科目のことです。
文芸コースの場合は、その必修科目の一つが4年次（卒業年度）に学習する「卒業研究」です。
4年次（卒業年度）に「卒業研究」に着手するためには、3年次（卒業年度の前年度）までに、いくつかの要
件を満たしておかなければなりません。これを「卒業研究着手要件」といいます。
　「卒業要件」や「卒業研究着手要件」は入学区分によって、以下のように定められています。自分の希
望の年度にこの要件を満たし、「卒業研究」に着手できるよう、また卒業できるよう、pp.18～22の履修モ
デルを参考に、計画的に学習に取り組んでください。

5. 卒業要件、卒業研究着手要件

1年次入学（卒業要件124単位以上）
科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 8単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

24単位
以上

Ｔ科目：
12単位
以上

「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」必修

Ｓ科目：
6単位
以上

「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 58単位以上
合計 90単位以上 3年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 12単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

48単位
以上

Ｔ科目：
24単位
以上

「文化批評概論」「文芸論Ⅱ－3」「文芸論Ⅱ－4」
「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「文芸演習Ⅱ－2」「文芸演習Ⅱ－3」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」「卒業研究」必修

Ｓ科目：
12単位
以上

「世界の古典を読む」「インタビューと取材の方法論」
「文芸入門」「文章表現基礎」
「文芸Ⅰ－1」「文芸Ⅰ－2」「文芸Ⅰ－4」
「文芸Ⅱ－4」「文芸Ⅲ－1」「文芸Ⅲ－3」
「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 64単位以上
合計 124単位以上 Ｓ科目30単位以上

3年次編入学（卒業要件62単位以上、専門60単位以上）
「入学許可証・卒業要件通知」の総合計に「履修免除62単位（うちスクーリング科目6単位）」の記載がある方は以下に該当します。

科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 8単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

24単位
以上

Ｔ科目：
12単位
以上

「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」必修

Ｓ科目：
6単位
以上

「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

合計 32単位以上 1年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 12単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

48単位
以上

Ｔ科目：
24単位
以上

「文化批評概論」「文芸論Ⅱ－3」「文芸論Ⅱ－4」
「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「文芸演習Ⅱ－2」「文芸演習Ⅱ－3」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」「卒業研究」必修

Ｓ科目：
12単位
以上

「世界の古典を読む」「インタビューと取材の方法論」
「文芸入門」「文章表現基礎」
「文芸Ⅰ－1」「文芸Ⅰ－2」「文芸Ⅰ－4」
「文芸Ⅱ－4」「文芸Ⅲ－1」「文芸Ⅲ－3」
「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 2単位以上
合計 62単位以上 Ｓ科目24単位以上

■�新要件（2019年度以降入学）
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1年次入学（卒業要件124単位以上）
科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 8単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

24単位
以上

Ｔ科目：
12単位
以上

「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」必修

Ｓ科目：
6単位
以上

「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 58単位以上
合計 90単位以上 3年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 12単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

48単位
以上

Ｔ科目：
24単位
以上

「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」「卒業研究」必修

Ｓ科目：
12単位
以上

「文芸入門」「文章表現基礎」
「文芸Ⅰ－1」「文芸Ⅰ－2」「文芸Ⅰ－4」
「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 64単位以上
合計 124単位以上 Ｓ科目30単位以上

3年次編入学（卒業要件62単位以上、専門60単位以上）
「入学許可証・卒業要件通知」の総合計に「履修免除62単位（うちスクーリング科目6単位）」の記載がある方は以下に該当します。

科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 8単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

24単位
以上

Ｔ科目：
12単位
以上

「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」必修

Ｓ科目：
6単位
以上

「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

合計 32単位以上 1年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 12単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

48単位
以上

Ｔ科目：
24単位
以上

「文芸演習Ⅰ－1」「文芸演習Ⅰ－2」
「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」「卒業研究」必修

Ｓ科目：
12単位
以上

「文芸入門」「文章表現基礎」
「文芸Ⅰ－1」「文芸Ⅰ－2」「文芸Ⅰ－4」
「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 2単位以上
合計 62単位以上 Ｓ科目24単位以上

■�旧要件（2015〜2018年度入学）
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3年次編入学（卒業要件62単位以上、専門36単位以上）
「入学許可証・卒業要件通知」の総合計に「履修免除62単位（うちスクーリング科目18単位）」の記載がある方は以下に該当します。

科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 8単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

Ｔ科目：
4単位以上 「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」必修

Ｓ科目：
6単位以上 「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 10単位以上
合計 28単位以上 1年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 12単位以上

芸術学科専門教育科目
コース専門教育科目

Ｔ科目：
12単位以上

「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」
「卒業研究」必修

Ｓ科目：
12単位以上 「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」必修

その他（注1） 26単位以上
合計 62単位以上

�
1年次入学（卒業要件124単位以上）

科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 38
単
位
以
上

Ｔ科目：20単位以上

Ｓ科目：6単位以上
「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」
必修（注２）芸術学科専門教育科目

コース専門教育科目

その他（注1） 52単位以上

合計 90単位以上 3年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 60
単
位
以
上

Ｔ科目：28単位以上

Ｓ科目：12単位以上
「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」
「卒業研究」必修（注2）芸術学科専門教育科目

コース専門教育科目

その他（注1） 64単位以上

合計 124単位以上 Ｓ科目30単位以上

▲旧々要件（2014年度以前入学）
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3年次編入学（卒業要件62単位以上、専門52単位以上）
「入学許可証・卒業要件通知」の総合計に「履修免除62単位（うちスクーリング科目6単位）」の記載がある方は以下に該当します。

科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 32
単
位
以
上

Ｔ科目：20単位以上

Ｓ科目：6単位以上
「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」
必修（注２）芸術学科専門教育科目

コース専門教育科目

合計 32単位以上 1年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 52
単
位
以
上

Ｔ科目：28単位以上

Ｓ科目：12単位以上
「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」
「卒業研究」必修（注2）芸術学科専門教育科目

コース専門教育科目

その他（注1） 10単位以上

合計 62単位以上 Ｓ科目24単位以上

3年次編入学（卒業要件62単位以上、専門36単位以上）
「入学許可証・卒業要件通知」の総合計に「履修免除62単位（うちスクーリング科目18単位）」の記載がある方は以下に該当します。

科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

卒業研究�
着手要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目
Ｔ科目：16単位以上
Ｓ科目：4単位以上

「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」
必修（注2）芸術学科専門教育科目

コース専門教育科目

その他（注1） 8単位以上

合計 28単位以上 1年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業要件

専
門
教
育
科
目

学部共通専門教育科目 36
単
位
以
上

Ｔ科目：24単位以上

Ｓ科目：12単位以上
「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」
「卒業研究」必修（注2）芸術学科専門教育科目

コース専門教育科目

その他（注1） 26単位以上

合計 62単位以上

注1：�「その他」については、総合教育科目・学部共通専門教育科目・学科専門教育科目・コース専門教育科目・資格関連科目な
どから自由に選択し、合計単位数を満たすこと。

注2：以下の科目を修得している場合は、これに替えるものとする。
「論文研究Ⅰ－1～2」：「論文研究1」（2014年度まで開講）
「論文研究Ⅱ－1～2」：「論文研究2」（2014年度まで開講）

※�2年次編入学（旧要件のみ）の卒業研究着手要件および卒業要件について、専門教育科目の単位数は3年次編入学（旧要件：
卒業要件62単位・専門52単位以上）と同じ。
　�ただし、着手要件については合計が50単位以上、かつ2年以上在学していること（休学期間を除く）。卒業要件は合計84
単位以上であること。
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6. 新旧科目対応表
下表の「旧科目名」で単位修得済の科目は「新科目名」で再履修することはできません。
■芸術学科専門教育科目
2018年度まで 2019年度から
旧科目コード 旧科目名 ＳＴ 単位数 → 新科目コード 新科目名 ＳＴ 単位数
51618 芸術学演習Ⅰ－1（芸術学基礎演習） ＴＸ 2 → 50251 芸術学基礎 ＴＲ 2
52622 歴史遺産基礎講義1 ＴＲ 2 → 50254 京都学入門 ＴＲ 2
52106 歴史遺産学研修6（京都の祭） Ｓ 1 → 50110 京都学研修2 Ｓ 1
52109 歴史遺産Ⅰ－3（江戸文化論） Ｓ 2 → 50111 江戸の歴史 Ｓ 1
53104 文芸Ⅰ－3（世界の古典） Ｓ 2 → 50113 世界の古典を読む Ｓ 1
53107 文芸Ⅱ－2（短歌・俳句・近現代詩） Ｓ 2 → 50116 短歌と俳句 Ｓ 1

53111 文芸Ⅲ－2
（インタビューと調査で書く・ネットメディアに書く） Ｓ 1 → 50117 インタビューと取材の方法論 Ｓ 1

53114 文芸Ⅲ－5（文芸の京都） Ｓ 1 → 50115 京都の文芸 Ｓ 1
50215 文化史特論 Ｓ 2 → 50232 論文研究特論 Ｓ 1
2014年度まで 2015年度から
旧科目コード 旧科目名 ＳＴ 単位数 → 新科目コード 新科目名 ＳＴ 単位数
50011 芸術学概論 Ｓ 2 → 50202 芸術学概論 Ｓ 2
50010 歴史遺産学概論 Ｓ 2 → 50213 歴史遺産学概論 Ｓ 2
50061 文芸研究1 Ｓ 2 → 50217 日本の古典を読む Ｓ 2
50071 伝統文化研究Ⅰ－1 Ｓ 1 → 50219 伝統芸能の諸相 Ｓ 1
50072 伝統文化研究Ⅰ－2 Ｓ 1 → 50220 伝統芸能と工芸 Ｓ 1
50073 伝統文化研究Ⅰ－3 Ｓ 1 → 50221 絵画と日本文化 Ｓ 1
50074 伝統文化研究Ⅰ－4 Ｓ 1 → 50222 詩歌と日本文化 Ｓ 1
50075 伝統文化研究Ⅱ－1 Ｓ 1 → 50223 花道文化の展開 Ｓ 1
50076 伝統文化研究Ⅱ－2 Ｓ 1 → 50224 伝統文化の空間 Ｓ 1
50077 伝統文化研究Ⅱ－3 Ｓ 1 → 50225 室礼ともてなし Ｓ 1
50078 伝統文化研究Ⅱ－4 Ｓ 1 → 50226 茶道文化の展開 Ｓ 1

■文芸コース専門教育科目
2014年度まで 2015年度から
旧科目コード 旧科目名 ＳＴ 単位数 → 新科目コード 新科目名 ＳＴ 単位数
53601 文芸基礎1 Ｔ 1 → 53631 文芸基礎講義 Ｔ 2
53001 文芸基礎2 Ｓ 1 → 53101 文芸入門 Ｓ 1
50031 文芸講義1 Ｓ 2 → 53102 文芸Ⅰ－1 Ｓ 2
53032 文芸講義2 Ｓ 2 → 53103 文芸Ⅰ－2 Ｓ 2
53033 文芸講義4 Ｓ 2 → 53105 文芸Ⅰ－4 Ｓ 2
53019 文芸研究6 Ｓ 2 → 53106 文芸Ⅱ－1 Ｓ 2
53020 文芸研究16 Ｓ 2 → 53107 文芸Ⅱ－2 Ｓ 2
53015 文芸研究11 Ｓ 2 → 53108 文芸Ⅱ－3 Ｓ 2
53036 文芸講義7 Ｓ 1 → 53111 文芸Ⅲ－2 Ｓ 1
53021 文芸研究17 Ｓ 1 → 53113 文芸Ⅲ－4 Ｓ 1
53393 文芸研究14 ＳＴ 2 → 53114 文芸Ⅲ－5 Ｓ 1
53622 文芸講義8 Ｔ 2 → 53633 文芸論Ⅰ－2 Ｔ 2
53603 文芸研究2 Ｔ 2 → 53634 文芸論Ⅱ－1 Ｔ 2
53604 文芸研究4 Ｔ 2 → 53635 文芸論Ⅱ－2 Ｔ 2
53605 文芸研究5 Ｔ 2 → 53636 文芸論Ⅱ－3 Ｔ 2
53625 創作演習10 Ｔ 4 → 53638 文芸論Ⅱ－5 Ｔ 2
53611 創作演習1 Ｔ 2 → 53639 文芸演習Ⅰ－1 Ｔ 2
53612 創作演習2 Ｔ 4 → 53641 文芸演習Ⅱ－1 Ｔ 2
53613 創作演習3 Ｔ 4 → 53642 文芸演習Ⅱ－2 Ｔ 2
53615 創作演習5 Ｔ 4 → 53643 文芸演習Ⅱ－3 Ｔ 2
53023 文芸研究20 Ｓ 2 → 53115 文芸実践 Ｓ 1

53391 論文研究1 ＳＴ 2 → 53116 論文研究Ⅰ－1 Ｓ 1
53644 論文研究Ⅰ－2 Ｔ 1

53392 論文研究2 ＳＴ 2 → 53117 論文研究Ⅱ－1 Ｓ 1
53645 論文研究Ⅱ－2 Ｔ 1



12

　 step1
　　文芸の基礎的な学びを始める

step2
　　広く文芸の世界を知る　

step3
　　自分の創作／研究テーマを探求する

step4
　　自分の文芸作品／研究の完成を目指す

　 　

◆文芸の世界を深める
　　文芸コースの専門教育科目群

 

◆知識を広める  芸術学科の専門教育科目

 

　
◆自分のテーマを創造的に、あるいは論理的に文章表
　現する能力を身につける

 

【文芸コースの入門】

 

【文化と文芸の基礎を学ぶ】

 

【さまざまな文芸の領域を学ぶ】

 【文芸の新たな視野を獲得する】

 

【文芸の表現を拡張する】

 

【文芸創作・研究論文の執筆】

 

【さまざまな文芸作品を書く】

 

【論文の基礎を学ぶ】

 

【取材することの基礎を学ぶ】

 

S1 文芸入門　　　　　

TR2 文芸演習Ⅰ-1（創作初歩）　

S1 文章表現基礎　　　

S1 文芸Ⅰ-1（日本文学）　　

S1 文芸Ⅰ-2（外国文学）    　

S1 文芸Ⅰ-4（小説の構造） 

S1 文芸Ⅱ-4（小説の技法） 

S1 文芸Ⅲ-1（エッセイ）   

TR2 文芸論Ⅱ-3（文芸批評）

S1 文芸Ⅲ-3（現代小説の前線）

S1 文芸Ⅲ-4（作家研究）　　　

TR2 文芸論Ⅱ-4（ノンフィクション）

TR2 文芸論Ⅱ-5（論理的に考える・書く）

S1 文芸Ⅱ-3 （トラヴェル・ライティング）　
                                               　　　＊京都・東京

TR2 文芸演習Ⅰ-2（短編小説を書く1） 

TR2 文芸演習Ⅱ-1（短編小説を書く2）

TR2 文芸演習Ⅱ-2（インタビューして書く） 

TR2 文芸演習Ⅱ-3（エッセイを書く） 

TX2 論文研究基礎演習
芸 

TX8 卒業研究
芸 

S1 論文研究Ⅰ-1　
芸

TX1 論文研究Ⅰ-2
芸

S1 論文研究Ⅱ-1　
芸

TX1 論文研究Ⅱ-2
芸

TX2 論文研究Ⅲ
芸

S1 神話学入門［新設］  
芸 

TR2 文化批評概論［新設］
芸 

S1 世界の古典を読む ［旧・文芸Ⅰ-3（世界の古典）］  
　　　　　　　　　    　　　　＊京都・東京芸 

S1 日本の古典を読む　 　　　　＊京都・東京
芸 

S1 京都の文芸［旧・文芸Ⅲ-5（文芸の京都）］　
　                    　　　      　　　　　　　＊京都芸 

S1 短歌と俳句［旧・文芸Ⅱ-2（短歌・俳句・近現代詩）］
　                    　　　     　　　　＊京都・東京芸 

S1 インタビューと取材の方法論
［旧・文芸Ⅲ-2（インタビューと調査で書く・ネットメディアに書く）］　
　                    　　　         芸

※の同番号はセット履修推奨科目

自分の卒業研究を文芸創作
にするか研究論文にするか
を決めて、執筆に取りかかる

創
作
・
研
究
の
総
仕
上
げ

＊京都・東京　※1

※1

＊京都・東京　※1

＊京都・東京　※4

＊京都・東京　　

＊京都・東京　　

＊京都・東京　※2

＊京都・東京　※2

＊京都・東京　※3

※2

※4

※3

＊履修上、必要な学生のみ

＊京都・東京　※1

＊京都・東京

＊京都・東京

＊京都・東京

＊京都・東京

7. カリキュラムマップ
　卒業までに身につけるべき知識・能力を得るための科目が、どのように配置されているのか、各科目の関係性や
配当年次などを示した、カリキュラムの体系性が俯瞰できる図です。履修計画の参考にしてください。
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TR テキストレポート科目　 TX テキスト特別科目　 S スクーリング科目　 芸 芸術学科専門教育科目科

　 step1
　　文芸の基礎的な学びを始める

step2
　　広く文芸の世界を知る　

step3
　　自分の創作／研究テーマを探求する

step4
　　自分の文芸作品／研究の完成を目指す

　 　

◆文芸の世界を深める
　　文芸コースの専門教育科目群

 

◆知識を広める  芸術学科の専門教育科目

 

　
◆自分のテーマを創造的に、あるいは論理的に文章表
　現する能力を身につける

 

【文芸コースの入門】

 

【文化と文芸の基礎を学ぶ】

 

【さまざまな文芸の領域を学ぶ】

 【文芸の新たな視野を獲得する】

 

【文芸の表現を拡張する】

 

【文芸創作・研究論文の執筆】

 

【さまざまな文芸作品を書く】

 

【論文の基礎を学ぶ】

 

【取材することの基礎を学ぶ】

 

S1 文芸入門　　　　　

TR2 文芸演習Ⅰ-1（創作初歩）　

S1 文章表現基礎　　　

S1 文芸Ⅰ-1（日本文学）　　

S1 文芸Ⅰ-2（外国文学）    　

S1 文芸Ⅰ-4（小説の構造） 

S1 文芸Ⅱ-4（小説の技法） 

S1 文芸Ⅲ-1（エッセイ）   

TR2 文芸論Ⅱ-3（文芸批評）

S1 文芸Ⅲ-3（現代小説の前線）

S1 文芸Ⅲ-4（作家研究）　　　

TR2 文芸論Ⅱ-4（ノンフィクション）

TR2 文芸論Ⅱ-5（論理的に考える・書く）

S1 文芸Ⅱ-3 （トラヴェル・ライティング）　
                                               　　　＊京都・東京

TR2 文芸演習Ⅰ-2（短編小説を書く1） 

TR2 文芸演習Ⅱ-1（短編小説を書く2）

TR2 文芸演習Ⅱ-2（インタビューして書く） 

TR2 文芸演習Ⅱ-3（エッセイを書く） 

TX2 論文研究基礎演習
芸 

TX8 卒業研究
芸 

S1 論文研究Ⅰ-1　
芸

TX1 論文研究Ⅰ-2
芸

S1 論文研究Ⅱ-1　
芸

TX1 論文研究Ⅱ-2
芸

TX2 論文研究Ⅲ
芸

S1 神話学入門［新設］  
芸 

TR2 文化批評概論［新設］
芸 

S1 世界の古典を読む ［旧・文芸Ⅰ-3（世界の古典）］  
　　　　　　　　　    　　　　＊京都・東京芸 

S1 日本の古典を読む　 　　　　＊京都・東京
芸 

S1 京都の文芸［旧・文芸Ⅲ-5（文芸の京都）］　
　                    　　　      　　　　　　　＊京都芸 

S1 短歌と俳句［旧・文芸Ⅱ-2（短歌・俳句・近現代詩）］
　                    　　　     　　　　＊京都・東京芸 

S1 インタビューと取材の方法論
［旧・文芸Ⅲ-2（インタビューと調査で書く・ネットメディアに書く）］　
　                    　　　         芸

※の同番号はセット履修推奨科目

自分の卒業研究を文芸創作
にするか研究論文にするか
を決めて、執筆に取りかかる

創
作
・
研
究
の
総
仕
上
げ

＊京都・東京　※1

※1

＊京都・東京　※1

＊京都・東京　※4

＊京都・東京　　

＊京都・東京　　

＊京都・東京　※2

＊京都・東京　※2

＊京都・東京　※3

※2

※4

※3

＊履修上、必要な学生のみ

＊京都・東京　※1

＊京都・東京

＊京都・東京

＊京都・東京

＊京都・東京
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8. 論文研究・卒業研究
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」（3年次～）、「卒業研究」（4年次）は、各々が自身のテーマを決めて学
習の集大成にあたる卒業成果物をまとめあげるための科目です。各科目の詳細は、該当科目のシラバスを参照して
ください。

STEP1　履修の前提条件を確認しましょう。
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」「卒業研究」は、履修の前提条件が設定されています。各科目のシ
ラバスの「履修の前提条件」、コースガイドの「卒業要件」「卒業研究着手要件」を確認し、計画的に学習を確実
に進めていきましょう。なお、「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」と「卒業研究」は、2年間で連続して
受講することが望ましいです。

STEP2　まずは書いて読んでもらう。
　スクーリング科目「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」は、合評会スタイルの授業です。スクーリングの前に各
自がどのような作品を書きたいかを考え、テキスト科目「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」として実際に途中ま
で執筆し提出します。それをスクーリングで他の学生や教員たちで読みあい、意見を交換します。スクーリング終
了後、教員が作品に対する添削と講評をし、次のステップへと導きます。

STEP3　テーマを決定し研究を進めましょう。
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」は、卒業年次の前年度に受講する科目です。受講にあたっては、
「自分自身の研究テーマで、オリジナルな成果物を書く（自分で課題を見出し、解決の方策を探り、成果物を書き
上げる）」という能動的な学習意識が必要です。
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」では、①テキスト科目で課題を作成、②スクーリング科目で合評形
式の指導を行い、課題のブラッシュアップを行います。

◆「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」の翌年度に「卒業研究」に着手できない場合
　「論文研究Ⅱ－1～2」に合格したにもかかわらず、その他の「卒業研究着手要件」が満たせなかったり、何らか
の事由で「卒業研究」の着手を辞退（延期）する場合も、「卒業研究」に向かうための研究は必ず進めておきま
しょう。「論文研究Ⅱ－1～2」の翌年度に「卒業研究」に着手できなかった方を対象に、「卒業研究」を履修する
前年度に研究の進捗状況を報告し、「卒業研究」の準備にあたる課題を作成する、テキスト科目「論文研究Ⅲ」と
いう授業を開講しています。該当する皆さんは、ぜひ履修することをおすすめします。

自宅学習でスクーリング科目の合評対象となる課題を作成し
ます。構想や狙い、本文（途中まで）を書きます。

同じように卒業研究着手をめざす学生たちや教員と、合評形
式で発表をおこないます。教員や他者の意見を聞き、自分の
研究あるいは創作を客観的に見つめ直します。

（3年次）

（4年次）

4月

レポート①提出 面接指導① レポート②提出
4月

5月

5月

6月

6月

7月

7月

論文研究

卒業研究

8月 9月 10月 11月 12月 2021年1月

8月 9月 10月 11月 12月 2021年1月

「論文研究Ⅰ－2」
課題提出

「論文研究Ⅰ－1」
スクーリング受講

 

面接指導②
 

レポート③提出  卒業研究提出 口頭試問 

「論文研究Ⅱ－2」
課題提出

「論文研究Ⅱ－1」
スクーリング受講

スクーリング科目　
②「論文研究Ⅰ－1」（9月）
④「論文研究Ⅱ－1」（12月）

教員と卒業研究着手をめざす学生たちと合評
形式のスクーリングをおこないます。教員と
顔をあわせて相談し、他者の意見を聞くこと
で、不安や迷いを解消し、自分の研究を客観
的に見つめ直す機会になるはずです。

テキスト科目
①「論文研究Ⅰ－2」（8月提出）
③「論文研究Ⅱ－2」（11月提出）

自宅で学習を進め、約1ヶ月の期間で次のス
クーリング科目の合評対象となるレポートを
作成します。スクーリング受講後、提出され
たレポートに教員が添削を加えて、次のス
テップへと導きます。

卒業研究レポー
ト①の作成に
とりかかる

「論文研究Ⅰ－1」スクーリ
ング申し込みまでに…
シラバスを確認し、創作／研
究テーマを設定しましょう。

「論文研究Ⅰ－1」スクーリング受講申込
（夏期先行申込期間または夏期追加申込期間）

「卒業研究」に着手するためには、卒業年度の前
年度末までに「卒業研究着手要件」を満たす必
要があります。今一度履修状況を確認しましょう。

「論文研究Ⅱ－1」スクーリング受講申込
（秋期追加募集期間に申込）

テキスト科目
　「論文研究Ⅰ－2（8月提出）」
　「論文研究Ⅱ－2（11月提出）」

スクーリング科目
　「論文研究Ⅰ－1（9月）」
　「論文研究Ⅱ－1（12月）」
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STEP1　履修の前提条件を確認しましょう。
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」「卒業研究」は、履修の前提条件が設定されています。各科目のシ
ラバスの「履修の前提条件」、コースガイドの「卒業要件」「卒業研究着手要件」を確認し、計画的に学習を確実
に進めていきましょう。なお、「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」と「卒業研究」は、2年間で連続して
受講することが望ましいです。

STEP2　まずは書いて読んでもらう。
　スクーリング科目「論文研究Ⅰ－1」「論文研究Ⅱ－1」は、合評会スタイルの授業です。スクーリングの前に各
自がどのような作品を書きたいかを考え、テキスト科目「論文研究Ⅰ－2」「論文研究Ⅱ－2」として実際に途中ま
で執筆し提出します。それをスクーリングで他の学生や教員たちで読みあい、意見を交換します。スクーリング終
了後、教員が作品に対する添削と講評をし、次のステップへと導きます。

STEP3　テーマを決定し研究を進めましょう。
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」は、卒業年次の前年度に受講する科目です。受講にあたっては、
「自分自身の研究テーマで、オリジナルな成果物を書く（自分で課題を見出し、解決の方策を探り、成果物を書き
上げる）」という能動的な学習意識が必要です。
　「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」では、①テキスト科目で課題を作成、②スクーリング科目で合評形
式の指導を行い、課題のブラッシュアップを行います。

◆「論文研究Ⅰ－1～2」「論文研究Ⅱ－1～2」の翌年度に「卒業研究」に着手できない場合
　「論文研究Ⅱ－1～2」に合格したにもかかわらず、その他の「卒業研究着手要件」が満たせなかったり、何らか
の事由で「卒業研究」の着手を辞退（延期）する場合も、「卒業研究」に向かうための研究は必ず進めておきま
しょう。「論文研究Ⅱ－1～2」の翌年度に「卒業研究」に着手できなかった方を対象に、「卒業研究」を履修する
前年度に研究の進捗状況を報告し、「卒業研究」の準備にあたる課題を作成する、テキスト科目「論文研究Ⅲ」と
いう授業を開講しています。該当する皆さんは、ぜひ履修することをおすすめします。

自宅学習でスクーリング科目の合評対象となる課題を作成し
ます。構想や狙い、本文（途中まで）を書きます。

同じように卒業研究着手をめざす学生たちや教員と、合評形
式で発表をおこないます。教員や他者の意見を聞き、自分の
研究あるいは創作を客観的に見つめ直します。

（3年次）

（4年次）

4月

レポート①提出 面接指導① レポート②提出
4月

5月

5月

6月

6月

7月

7月

論文研究

卒業研究

8月 9月 10月 11月 12月 2021年1月

8月 9月 10月 11月 12月 2021年1月

「論文研究Ⅰ－2」
課題提出

「論文研究Ⅰ－1」
スクーリング受講

 

面接指導②
 

レポート③提出  卒業研究提出 口頭試問 

「論文研究Ⅱ－2」
課題提出

「論文研究Ⅱ－1」
スクーリング受講

スクーリング科目　
②「論文研究Ⅰ－1」（9月）
④「論文研究Ⅱ－1」（12月）

教員と卒業研究着手をめざす学生たちと合評
形式のスクーリングをおこないます。教員と
顔をあわせて相談し、他者の意見を聞くこと
で、不安や迷いを解消し、自分の研究を客観
的に見つめ直す機会になるはずです。

テキスト科目
①「論文研究Ⅰ－2」（8月提出）
③「論文研究Ⅱ－2」（11月提出）

自宅で学習を進め、約1ヶ月の期間で次のス
クーリング科目の合評対象となるレポートを
作成します。スクーリング受講後、提出され
たレポートに教員が添削を加えて、次のス
テップへと導きます。

卒業研究レポー
ト①の作成に
とりかかる

「論文研究Ⅰ－1」スクーリ
ング申し込みまでに…
シラバスを確認し、創作／研
究テーマを設定しましょう。

「論文研究Ⅰ－1」スクーリング受講申込
（夏期先行申込期間または夏期追加申込期間）

「卒業研究」に着手するためには、卒業年度の前
年度末までに「卒業研究着手要件」を満たす必
要があります。今一度履修状況を確認しましょう。

「論文研究Ⅱ－1」スクーリング受講申込
（秋期追加募集期間に申込）

テキスト科目
　「論文研究Ⅰ－2（8月提出）」
　「論文研究Ⅱ－2（11月提出）」

スクーリング科目
　「論文研究Ⅰ－1（9月）」
　「論文研究Ⅱ－1（12月）」
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9. 芸術学科専門教育科目　スクーリング日程
配当年次 科目名 スクーリング

コード スクーリング名称 単位 会場 日程 スクーリング
申込期※1

1年次～

芸術学概論 5010101001 芸術学概論a 1 京都 7/11（土）～7/12（日） 夏期
5010101002 芸術学概論ｂ 1 東京■ 6/13（土）～6/14（日） 春期

日本美術論 5010201001 日本美術論a 1 京都 12/12（土）～12/13（日） 秋期
5010201002 日本美術論ｂ 1 東京■ 9/19（土）～9/20（日） 夏期

西洋美術論 5010301001 西洋美術論a 1 京都 9/5（土）～9/6（日） 夏期
5010301002 西洋美術論ｂ 1 東京■ 11/7（土）～11/8（日） 秋期

アジア美術論 5010401001 アジア美術論a 1 京都 7/25（土）～7/26（日） 夏期
5010401002 アジア美術論ｂ 1 東京■ 1/9（土）～1/10（日） 冬期

美術史学概論 5010501001 美術史学概論a 1 京都 8/8（土）～8/9（日） 夏期
5010501002 美術史学概論ｂ 1 東京■ 6/27（土）～6/28（日） 夏期

音楽文化論 5010601001 音楽文化論a 1 京都 8/22（土）～8/23（日） 夏期
5010601002 音楽文化論ｂ 1 東京■ 7/18（土）～7/19（日） 夏期

京都の歴史 5010701001 京都の歴史a 1 京都 7/4（土）～7/5（日） 夏期
5010701002 京都の歴史ｂ 1 東京■ 8/22（土）～8/23（日） 夏期

文献資料講読 5010801001 文献資料講読a 1 京都 7/11（土）～7/12（日） 夏期
5010801002 文献資料講読ｂ 1 東京■ 7/4（土）～7/5（日） 夏期

京都学研修1 5010901001 京都学研修1 1 京都 11/14（土）～11/15（日） 秋期
京都学研修2 5011001001 京都学研修2 1 京都 4/25（土）～4/26（日） 春期
江戸の歴史 5011101001 江戸の歴史 1 東京■ 9/12（土）～9/13（日） 夏期

神話学入門 5011201001 神話学入門a 1 京都 12/26（土）～12/27（日） 秋期
5011201002 神話学入門ｂ 1 東京■ 2021/2/20（土）～2/21（日） 冬期

世界の古典を読む 5011301001 世界の古典を読むa 1 京都 7/11（土）～7/12（日） 夏期
5011301002 世界の古典を読むｂ 1 東京■ 7/25（土）～7/26（日） 春期

日本の古典を読む 5011401001 日本の古典を読むa 1 京都 2021/1/9（土）～1/10（日） 冬期
5011401002 日本の古典を読むｂ 1 東京■ 9/12（土）～9/13（日） 秋期

京都の文芸 5011501001 京都の文芸 1 京都 10/17（土）～10/18（日） 秋期

短歌と俳句 5011601001 短歌と俳句a 1 京都 10/24（土）～10/25（日） 秋期
5011601002 短歌と俳句ｂ 1 東京■ 10/3（土）～10/4（日） 冬期

インタビューと
取材の方法論

5011701001 インタビューと取材の方法論a 1 京都 10/3（土）～10/4（日） 秋期
5011701002 インタビューと取材の方法論ｂ 1 東京■ 10/24（土）～10/25（日） 秋期

伝統芸能の諸相 5021901001 伝統芸能の諸相a 1 京都 10/3（土）～10/4（日） 秋期
5021901002 伝統芸能の諸相ｂ 1 東京■ 11/7日（土）～11/8（日） 秋期

伝統芸能と工芸 5022001001 伝統芸能と工芸a 1 京都 10/17（土）～10/18（日） 秋期
5022001002 伝統芸能と工芸ｂ 1 東京■ 11/14（土）～11/15（日） 秋期

詩歌と日本文化 5022201001 詩歌と日本文化a 1 京都 7/18（土）～7/19（日） 夏期
5022201002 詩歌と日本文化ｂ 1 東京■ 8/22（土）～8/23（日） 夏期

花道文化の展開 5022301001 花道文化の展開a 1 京都 12/19（土）～12/20（日） 秋期
5022301002 花道文化の展開ｂ 1 東京■ 10/31（土）～11/1（日） 夏期

伝統文化の空間 5022401001 伝統文化の空間a 1 京都 10/24（土）～10/25（日） 夏期
5022401002 伝統文化の空間ｂ 1 東京■ 6/27（土）～6/28（日） 夏期

室礼ともてなし 5022501001 室礼ともてなしa 1 京都 7/11（土）～7/12（日） 夏期
5022501002 室礼ともてなしｂ 1 東京■ 7/18（土）～7/19（日） 夏期

2年次～ 論文研究基礎

5022701001 論文研究基礎a 1 東京■ 6/6（土）～6/7（日） 春期
5022701002 論文研究基礎ｂ 1 京都 7/18（土）～7/19（日） 春期
5022701003 論文研究基礎c 1 京都 10/3（土）～10/4（日） 冬期
5022701004 論文研究基礎d 1 東京■ 2021/1/30（土）※2 冬期

3年次～

論文研究特論 5023201001 論文研究特論a 1 京都 11/7（土）～11/8（日） 秋期5023201002 論文研究特論ｂ 1 東京■ 10/31（土）～11/1（日）

論文研究Ⅰ-1
（芸歴和）

5022801001 論文研究Ⅰ-1（芸術学）a 1
京都 8/22（土）～8/23（日） 夏期5022801002 論文研究Ⅰ-1（歴史遺産）a 1

5022801003 論文研究Ⅰ-1（和の伝統文化）a 1
5022801004 論文研究Ⅰ-1（芸術学）ｂ 1

東京■ 8/15（土）～8/16（日） 夏期5022801005 論文研究Ⅰ-1（歴史遺産）ｂ 1
5022801006 論文研究Ⅰ-1（和の伝統文化）ｂ 1

論文研究Ⅱ-1
（芸歴和）

5022901001 論文研究Ⅱ-1（芸歴和）a 1 京都 11/21（土）～11/22（日） 秋期
5022901002 論文研究Ⅱ-1（芸歴和）ｂ 1 京都 12/5（土）～12/6（日） 秋期
5022901003 論文研究Ⅱ-1（芸歴和）c 1 東京■ 11/28（土）～11/29（日） 秋期
5022901004 論文研究Ⅱ-1（芸歴和）d 1 東京■ 12/5（土）～12/6（日） 秋期

論文研究Ⅰ-1
（文芸）　

5023001001 論文研究Ⅰ-1（文芸）a 1 京都 9/26（土）～9/27（日） 夏期5023001002 論文研究Ⅰ-1（文芸）ｂ 1 東京■ 9/19（土）～9/20（日）
論文研究Ⅱ-1
（文芸）

5023101001 論文研究Ⅱ-1（文芸）a 1 京都 12/12（土）～12/13（日） 秋期5023101002 論文研究Ⅱ-1（文芸）ｂ 1 東京■ 12/26（土）～12/27（日）

4年次

卒業研究（芸歴和）
面接指導※3

─ 卒業研究（芸歴和） 前期面接指導①a ─ 京都 5/30（土） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 前期面接指導①ｂ ─ 京都 5/31（日） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 前期面接指導①c ─ 東京■ 5/30（土） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 前期面接指導①d ─ 東京■ 5/31（日） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 後期面接指導②a ─ 京都 8/29（土） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 後期面接指導②ｂ ─ 京都 8/30（日） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 後期面接指導②c ─ 東京■ 8/29（土） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 後期面接指導②d ─ 東京■ 8/30（日） ─

卒業研究（芸歴和）
口頭試問※3

─ 卒業研究（芸歴和） 口頭試問a ─ 京都 2021/1/16（土） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 口頭試問ｂ ─ 京都 2021/1/17（日） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 口頭試問c ─ 東京■ 2021/1/23（土） ─
─ 卒業研究（芸歴和） 口頭試問d ─ 東京■ 2021/1/24（日） ─

卒業研究（文芸）
面接指導※3

53691 卒業研究（文芸） 面接指導① ─ 京都 5/23（土）～5/24（日） ─
53691 卒業研究（文芸） 面接指導① ─ 東京■ 5/23（土）～5/24（日） ─
53691 卒業研究（文芸） 面接指導② ─ 京都 8/22（土）～8/23（日） ─
53691 卒業研究（文芸） 面接指導② ─ 東京■ 8/22（土）～8/23（日） ─

卒業研究（文芸）
口頭試問※3

53691 卒業研究（文芸） 口頭試問 ─ 京都 2021/1/30（土）～1/31（日） ─
53691 卒業研究（文芸） 口頭試問 ─ 東京■ 2021/1/30（土）～1/31（日） ─

※1：�各申込スケジュールは『学習ガイド』ｐ.51をご確認ください。Ｗｅｂ申込は申込締切日13：00まで。郵送申込は申込締切日【必着】。
※2：Ｗｅｂ教材での事前学習が必要です。
※3：��「卒業研究」（ＴＸ科目）に伴う対面授業のため「スクーリング日程」に含めています。指定された会場・日時に出席する必要があります。

○同一科目で複数日程がある場合は、いずれかの日程を選択して履修してください。
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10. 文芸コース専門教育科目　スクーリング日程
○同一科目で複数日程がある場合は、いずれかの日程を選択して履修してください。
配当年次 科目名 スクーリングコード スクーリング名称 単位 開催地 日　程 スクーリング

申込期※1

1年次～

文芸入門
5310101001 文芸入門（読むこと・書くこと）a 1 京都 5/30（土）～5/31（日） 春期

5310101002 文芸入門（読むこと・書くこと）ｂ 1 東京■ 6/13（土）～6/14（日） 春期

文章表現
基礎

5311801001 文章表現基礎a 1 京都 7/18（土）～7/19（日） 夏期

5311801002 文章表現基礎ｂ 1 東京■ 7/11（土）～7/12（日） 夏期

文芸Ｉ－1
5311901001 文芸Ｉ－1（日本文学）a 1 京都 11/21（土）～11/22（日） 秋期

5311901002 文芸I－1（日本文学）ｂ 1 東京■ 10/31（土）～11/1（日） 秋期

文芸Ｉ－2
5312001001 文芸Ｉ－2（外国文学）a 1 京都 10/10（土）～10/11（日） 秋期

5312001002 文芸Ｉ－2（外国文学）ｂ 1 東京■ 9/26（土）～9/27（日） 夏期

文芸Ｉ－4
5312101001 文芸Ｉ－4（小説の構造）a 1 京都 6/13（土）～6/14（日） 春期

5312101002 文芸Ｉ－4（小説の構造）ｂ 1 東京■ 8/15（土）～8/16（日） 夏期

文芸Ⅱ－3
5312201001 文芸Ⅱ－3（トラヴェル・ライティング）a 1 京都 10/31（土）～11/1（日） 秋期

5312201002 文芸Ⅱ－3（トラヴェル・ライティング）ｂ 1 東京・神奈川■ 11/14（土）～11/15（日） 秋期

文芸Ⅱ－4
5312301001 文芸Ⅱ－4（小説の技法）a 1 京都 8/8（土）～8/9（日） 夏期

5312301002 文芸Ⅱ－4（小説の技法）ｂ 1 東京■ 11/28（土）～11/29（日） 秋期

文芸Ⅲ－1
5312401001 文芸Ⅲ－1（エッセイ）a 1 京都 6/27（土）～6/28（日） 春期

5312401002 文芸Ⅲ－1（エッセイ）ｂ 1 東京■ 8/29（土）～8/30（日） 夏期

文芸Ⅲ－3
5312501001 文芸Ⅲ－3（現代小説の前線）a 1 京都 7/25（土）～7/26（日） 夏期

5312501002 文芸Ⅲ－3（現代小説の前線）ｂ 1 東京■ 10/17（土）～10/18（日） 秋期

文芸Ⅲ－4
5312601001 文芸Ⅲ－4（作家研究）a 1 京都 12/19（土）～12/20（日） 秋期

5312601002 文芸Ⅲ－4（作家研究）ｂ 1 東京■ 9/5（土）～9/6（日） 夏期

※1：各申込スケジュールは『学習ガイド』ｐ.51をご確認ください。
Ｗｅｂ申込は申込締切日13：00まで。郵送申込は申込締切日【必着】。
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１年目

科目群・区分 科目名
単
位
数

履修
形態
（注1）

■□新
要件
（注2）

■旧
要件
（注2）

▲△旧々
要件
（注2）

春期 夏期 秋期 冬期

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総合
教育科目

ことばと表現 1 ＴＲ レポート 試験

論述基礎 2 ＴＲ レポート 試験

情報 2 ＴＲ レポート 試験

外国語１ 2 ＴＲ レポート 試験

京都を学ぶ 2 ＴＲ レポート 試験

中国文化論 2 ＴＲ レポート 試験

天文学・地文学・
人文学への階段 1 Ｓ 2日間

英語1Ａ 1 Ｓ 2日間

学部共通
専門教育
科目

芸術史講義（近現代）1 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（近現代）2 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

美術史（ヨーロッパ）1 2 ＴＲ レポート 試験

美術史（ヨーロッパ）2 2 ＴＲ レポート 試験

学科専門
教育科目

神話学入門 1 Ｓ 2日間

世界の古典を読む 1 Ｓ ● 2日間

日本の古典を読む 1 Ｓ 2日間

京都の文芸 1 Ｓ 2日間

インタビューと取材
の方法論 1 Ｓ ● 2日間

文化批評概論 2 ＴＲ ● レポート 試験

地域芸術理論 2 ＴＲ レポート 試験

コース専門
教育科目

文芸入門 1 Ｓ ● ● 2日間

文章表現基礎 1 Ｓ ● ● 2日間

文芸演習Ｉ－1 2 ＴＲ ● ● レポート 試験

１年目の修得単位数・内訳 34

1）1年次入学生年間履修モデル
1年次入学生（卒業要件124単位以上）が4年間で卒業すると仮定した場合の年間学習モデルを以下に示します。
全体として、卒業研究に集中できるよう、高年次になるに従い修得単位数を少なくするようお勧めします。
実際の履修にあたっては、各自の関心に応じて適宜科目を入れ替えてください。
履修計画を立てる際は、卒業要件と各科目の開講状況・履修条件等をご確認ください。卒業要件については本コースガイドpp.7～10を、
各科目の開講状況・履修状況等についてはシラバスの各科目を確認してください。

11. 履修モデル

注１： �ＴＲ＝テキストレポート科目　ＴＸ＝テキスト特別科目　Ｓ＝スクーリング科目　ＷＳ＝ウェブスクーリング科目〈スクーリングの単位数に含みます〉
注２：�□新：2019年度以降入学生　■旧：2015～2018年度入学生　△旧々＝2014年度以前入学生�

�●＝必修科目〈必ず単位を修得することが求められる科目〉�
�○＝選択必修科目〈特定の科目グループのなかから所定の条件に従って科目を選択して必ず単位を修得することが求められる科目〉�
�空白＝�選択科目〈単位を修得するかしないかを含め自由に選択できる科目。ただし卒業要件で定められた修得すべき単位数を最低限選択�

することが必要（例えば総合計124単位以上を修得すること等）〉
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2年目

科目群・区分 科目名
単
位
数

履修
形態
（注1）

■□新
要件
（注2）

■旧
要件
（注2）

▲△旧々
要件
（注2）

春期 夏期 秋期 冬期

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総合
教育科目

文化研究3 2 ＴＲ レポート 試験

詩学への案内 2 ＴＲ レポート 試験

日本文化論 2 ＴＲ レポート 試験

アジア史 2 ＴＲ レポート 試験

日本史への階段 1 Ｓ 2日間

学部共通
専門教育
科目

芸術史講義（日本）1 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（日本）2 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

美術史（近現代）1 2 ＴＲ レポート 試験

美術史（近現代）2 2 ＴＲ レポート 試験

学科専門
教育科目

京都学入門 2 ＴＲ レポート 試験

論文研究基礎演習 2 ＴＸ レポート

コース専門
教育科目

文芸Ｉ－1 1 Ｓ ● ● 2日間

文芸Ｉ－2 1 Ｓ ● ● 2日間

文芸Ｉ－4 1 Ｓ ● ● 2日間

文芸Ⅱ－3 1 Ｓ 2日間

文芸Ⅱ－4 1 Ｓ ● 2日間

文芸Ⅲ－1 1 Ｓ ● 2日間

文芸演習Ｉ－2 2 ＴＲ ● ● レポート 試験

文芸演習Ⅱ－1 2 ＴＲ レポート 試験

文芸演習Ⅱ－2 2 ＴＲ ● レポート 試験

文芸演習Ⅱ－3 2 ＴＲ ● レポート 試験

2年目の修得単位数・内訳 35
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４年間の合計
124
単位
（うち
S47
単位）

　総合教育科目：計38単位

　学部共通専門教育科目：計34単位

コース専門教育科目・
学科専門教育科目

：計52単位（うちＳ18単位）

3年目

科目群・区分 科目名
単
位
数

履修
形態
（注1）

■□新
要件
（注2）

■旧
要件
（注2）

▲△旧々
要件
（注2）

春期 夏期 秋期 冬期

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総合
教育科目

心理学 2 ＴＲ レポート 試験

世界単位を考える 2 ＴＲ レポート 試験

学際的な知への案内 2 ＴＲ レポート 試験

学部共通
専門教育
科目

芸術史講義（ヨーロッパ）3 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（ヨーロッパ）4 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（日本）3 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（日本）4 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（アジア）1 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

美学概論 2 ＴＲ レポート 試験

学科専門
教育科目

論文研究Ⅰ－1 1 Ｓ ● ● ● 2日間

論文研究Ⅰ－2 1 ＴＸ ● ● ● レポート

論文研究Ⅱ－1 1 Ｓ ● ● ● 2日間

論文研究Ⅱ－2 1 ＴＸ ● ● ● レポート

コース専門
教育科目

文芸Ⅲ－3 1 Ｓ ● 2日間

文芸Ⅲ－4 1 Ｓ 2日間

文芸論Ⅱ－3 2 ＴＲ ● レポート 試験

文芸論Ⅱ－4 2 ＴＲ ● レポート 試験

文芸論Ⅱ－5 2 ＴＲ レポート 試験

3年目の修得単位数・内訳 30

4年目

科目群・区分 科目名
単
位
数

履修
形態
（注1）

■□新
要件
（注2）

■旧
要件
（注2）

▲△旧々
要件
（注2）

春期 夏期 秋期 冬期

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総合
教育科目

日本史 2 ＴＲ レポート 試験

卒業研究着手者
は冬期に卒業関
連科目以外の履
修ができません。

哲学への案内 2 ＴＲ レポート 試験

ヨーロッパ文化論 2 ＴＲ レポート 試験

宗教学 2 ＴＲ レポート 試験

文学研究への階段 1 Ｓ 2日間 　

伝統芸術基礎（茶の湯） 1 Ｓ 2日間

学部共通
専門教育
科目

芸術史講義（ヨーロッパ）1 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（ヨーロッパ）2 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（アジア）2 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

学科専門
教育科目

短歌と俳句 1 Ｓ 2日間

卒業研究 8 ＴＸ ● ● ● レポート
①

面接指導
①

レポート
②

面接指導
②

レポート
③

卒業成果
物提出

口頭
試問

4年目の修得単位数・内訳 25



21

2）3年次編入学生年間履修モデル
3年次編入学生（卒業要件62単位の編入学生）が2年間で卒業すると仮定した場合の年間学習モデルを以下に示します。
全体として、卒業研究に集中できるよう、高年次になるに従い修得単位数を少なくするようお勧めします。
実際の履修にあたっては、各自の関心に応じて適宜科目を入れ替えてください。
履修計画を立てる際は、卒業要件と各科目の開講状況・履修状況等をご確認ください。卒業要件については『コースガイド』pp.7～10を、
各科目の開講状況・履修条件等についてはシラバス各科目のページを確認してください。

1年目
科
目
群
・

区
分 科目名

単
位
数

履修
形態
（注1）

■□新①
（注2）

■旧①
（注2）

▲△旧々①
（注2）

■□新②
（注2）

■旧②
（注2）

▲△旧々②
（注2） 春期 夏期 秋期 冬期

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
部
共
通
専
門
教
育
科
目

芸術史講義（日本）1 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

芸術史講義（日本）2 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

美術史（ヨーロッパ）1 2 ＴＲ レポート 試験

美術史（ヨーロッパ）2 2 ＴＲ レポート 試験

学
科
専
門
教
育
科
目

神話学入門 1 Ｓ 　 　 2日間

世界の古典を読む 1 Ｓ ● ● 2日間

日本の古典を読む 1 Ｓ 2日間

京都の文芸 1 Ｓ 2日間

インタビューと取材
の方法論 1 Ｓ ● ● 2日間

文化批評概論 2 ＴＲ ● ● レポート 試験

地域芸術理論 2 ＴＲ レポート 試験

京都学入門 2 ＴＲ レポート 試験

論文研究基礎演習 2 ＴＸ レポート

論文研究Ⅰ－1 1 Ｓ ● ● ● ● ● ● 2日間

論文研究Ⅰ－2 1 ＴＸ ● ● ● ● ● ● レポート

論文研究Ⅱ－1 1 Ｓ ● ● ● ● ● ● 2日間

論文研究Ⅱ－2 1 ＴＸ ● ● ● ● ● ● レポート

コ
ー
ス
専
門
教
育
科
目

文芸入門 1 Ｓ ● ● ● ● 2日間

文章表現基礎 1 Ｓ ● ● ● ● 2日間

文芸Ｉ－1 1 Ｓ ● ● ● ● 2日間

文芸Ｉ－2 1 Ｓ ● ● ● ● 2日間

文芸Ｉ－4 1 Ｓ ● ● ● ● 2日間

文芸演習Ｉ－1 2 ＴＲ ● ● ● ● レポート 試験

文芸演習Ｉ－2 2 ＴＲ ● ● ● ● レポート 試験

文芸演習Ⅱ－1 2 ＴＲ レポート 試験

文芸演習Ⅱ－2 2 ＴＲ ● ● レポート 試験

文芸演習Ⅱ－3 2 ＴＲ ● ● レポート 試験

1年目の修得単位数・内訳 40

注１： �ＴＲ＝テキストレポート科目　ＴＸ＝テキスト特別科目　Ｓ＝スクーリング科目　ＷＳ＝ウェブスクーリング科目〈スクーリングの単位数に含みます〉
注２：�□新：2019年度以降入学生　■旧：2015～2018年度入学生　△旧々＝2014年度以前入学生�

�●＝必修科目〈必ず単位を修得することが求められる科目〉�
�○＝選択必修科目〈特定の科目グループのなかから所定の条件に従って科目を選択して必ず単位を修得することが求められる科目〉�
�空白＝�選択科目〈単位を修得するかしないかを含め自由に選択できる科目。ただし卒業要件で定められた修得すべき単位数を最低限選択する�

ことが必要（例えば総合計62単位以上を修得すること等）〉
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2年目
科
目
群
・

区
分 科目名

単
位
数

履修
形態
（注1）

■□新①
（注2）

■旧①
（注2）

▲△旧々①
（注2）

■□新③
（注2）

■旧③
（注2）

▲△旧々③
（注2） 春期 夏期 秋期 冬期

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択

必修/
選択 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
部
共
通
専
門

教
育
科
目

芸術史講義（近現代）3 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴 卒業研究着手者
は冬期に卒業関
連科目以外の履
修ができません。

芸術史講義（近現代）4 2 ＷＳ 動画
視聴 レポート 講評

視聴

学
科
専
門

教
育
科
目

短歌と俳句 1 Ｓ 2日間

卒業研究 8 ＴＸ ● ● ● ● ● ● レポート
①

面接指導
①

レポート
②

面接指導
②

レポート
③

卒業成果
物提出

口頭
試験

コ
ー
ス
専
門
教
育
科
目

文芸Ⅱ－3 1 Ｓ 2日間

卒業研究着手者
は冬期に卒業関
連科目以外の履
修ができません。

文芸Ⅱ－4 1 Ｓ ● 　 ● 　 2日間

文芸Ⅲ－1 1 Ｓ ● 　 ● 　 2日間

文芸Ⅲ－3 1 Ｓ ● 　 ● 　 2日間

文芸Ⅲ－4 1 Ｓ 2日間

文芸論Ⅱ－3 2 ＴＲ ● 　 ● 　 レポート 試験

文芸論Ⅱ－4 2 ＴＲ ● 　 ● 　 レポート 試験

文芸論Ⅱ－5 2 ＴＲ レポート 試験

2年目の修得単位数・内訳 24

2年間の合計
64
単位
（うち
S26
単位）

　学部共通専門教育科目：計12単位
コース専門教育科目・
学科専門教育科目

：計52単位（うちＳ18単位）
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12. 文芸コース提出物の指針
　提出物に関して、以下の基本的なルールを守ってください。

体裁について

　課題やレポートなどの提出物は、シラバスの「レポート課題」の欄の提出方法の指示に従ってください。
　文芸コースの専門教育スクーリング科目で課されるレポート課題は、タテ書きでのみ受付けます。手
書きの場合は、原稿用紙に黒インクの筆記具（鉛筆は不可）でタテ書きしてください。ワープロで作成
する場合は、タテ書きで1ページあたり40字×30行に設定し、任意のA4用紙に印刷してください。ワー
プロソフトの原稿用紙設定などは使わないでください。字体（フォント）は明朝体、またはそれに準ず
るものを用いてください。提出方法は郵送・窓口提出、または学習用wｅｂサイト「airUマイページ」か
らの提出が選択できますが、airUマイページで提出の場合はレポートをPDF化してから添付ファイルと
してアップロードしてください。なお、ページ番号をふることを忘れないでください（タテ書きの場合
は左下に）。また、本文末尾に総文字数を記入することも必要です。
　文芸コースの専門教育テキスト科目や総合教育科目・学部共通専門教育科目・芸術学科専門教育科目
には、ヨコ書きでの課題提出が求められる、または認められる科目があります。airUマイページで提出
する場合は、課題提出用のテキストボックスにヨコ書きのテキストを入力します。airUマイページで提
出する場合は、改行や一行空けを多用しないように注意してください。日ごろ、ＳNＳに書き込んでいる
文章と、提出する課題の文章は違うということに留意してください。なるべく、事前にワープロソフト
などでレポートを作成し、推敲したうえでairUマイページにペーストするようにしましょう。

代筆、盗用、流用、使い回しの禁止

　課題を第三者に書いてもらうこと（代筆）や、書物、雑誌あるいはインターネット上に掲載された文章を、
部分的であれ、自分の書いたものとして使用すること（盗用）も許されません。代筆や盗用が発覚した場合
は厳しく処分します。
　他人の書いた文章を引用する際は、本文もしくは注において、必ず出典を明記してください。
　さらに、自分自身の文章を使い回すことも避けてください。つまり、一度課題として提出したものを、部
分的であれ、別の科目で再提出することはできません。文章だけでなく、同じ素材（エッセイのテーマや話
題、�創作上のプロットや逸話、論文における分析や引用など）を何度も使うことは、たとえそれが自分の関
心事であっても避ける努力をしてください。
　原則として、提出物は未発表のものに限られます。また、課題で提出した文章を、書物、雑誌あるいはイ
ンターネット上に掲載するのは、授業での評価が確定するまで控えてください。

文芸コースにおける表現の自由

　文芸コースでは表現の自由を尊重します。文芸作品について、その内容に批評を加えるにせよ、作品自体
を否定することはありません。提出されたレポートや課題についても同様です。大学教育の一環として、講
評し成績評価を行いますが、レポートや課題自体を否定することはありません。
　ただし表現の自由は社会的配慮によって制限を受けることもあるとも考えます。つまり、他者の個性や出
自、また、民族、国、地域、宗教、思想などを侮辱する表現、差別的表現やヘイト表現、歴史を歪曲する表
現は避けなければならないと考えます。
　文芸コースには学生の作品をお互いに批評し合う「合評」という、学びの場があります。ここは結論あり
きの議論を展開する場ではなく、また自己の主張を一方的に述べる場でもありません。開かれた批評の空間
であり、自身の立場と同様にそれに反対する立場にも公平に開かれています。自他の表現の自由を尊重して、
学業を追求していきましょう。
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